
令和５年１１月取材 

  

【主な事業内容】     特別養護老人ホーム、デイサービス、ホームヘルプ、ケアハウス 

【障害のある人の主な仕事】清掃、ベッドメイク、食事の配膳・下膳、食事介助、入浴介助等

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害者雇用の経緯】 

 障害者雇用は、地域の要請から設立された社会福祉法人の使命の一環として、設立当初から「するのが当

たり前」という感覚を持って、自然な形で行っています。特別支援学校からの実習も積極的に受け入れ、採

用もしています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Iさんに聞きました】 

 この仕事を選んだのは、「誰かの手

助けをしたい」と思ったからです。一

番苦労したのは、利用者の方の名前を

覚えることですが、メモ帳に書いた

り、その都度教えてもらったりするこ

とで乗り切っています。 

仕事をする中でうれしいことは、利

用者の方から「ありがとう」の言葉を

かけてもらった時と利用者の方がい

つもより食事を食べてくださった時

です。 

【支援担当者の方に聞きました】 

 I さんはとても優しいので人気が

あり、利用者さんからは、Iさんが来

てくれると安心できるという声を聞

きます。 

 

 

 

 

障害のある人の雇用に取り組む 

 

（舞鶴市） 

       「京都はあとふる企業」です 

【長く働いてもらうことを目指して】 

いろいろな仕事があるので、自分に合った仕事に携わ

って馴染んでもらうことを考え、生涯設計を立ててもら

い、長く働いてもらうことを目指しています。雇用条件

に合う人を採用するのではなく、採用した障害者に合わ

せた雇用環境づくりを心がけています。 

 

【今後の目標や課題】 

ここに勤めたい方にはできる限りのことをしていきた

いと思っています。いろいろな障害の方がおられるので、

それぞれのニーズを認識し、適切な対応を行い、働きや

すい環境にすることによって、与えられるのではなく、

組織をみんなで作っていく職場なんだと思ってもらえる

ことが大切だと考えています。 


